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＜連絡事項＞
・なし
＜患者様連絡事項＞

・北村　奈美様～主治医より退院の許可があり。ご家族と相談し5/6　14：00退院予定です。
・久保　興介様～お母様来院し、現金6000円小遣いとして受け取っています。面会の希望があり、5/3　14：00予約となっています。

＜要注目患者様＞

・坂本　福子様～頭痛を訴えプログラム欠席希望するが、頓服使用し促しにて参加出来ている。やや話し掛けの多さは見られるが、目立った気分変動なく話の聞き入れも出来ている。
・小笠原　文人様～多弁で話にまとまりなく切り上げ困難。他者に叫ぶ事や奇異行動見られているが介入にてトラブルなく経過。
・久保　興介様～廊下での放歌見られるが介入にて止めることは出来ている。他者交流

見られているが暴言はなく、口調も穏やか。
＜田名部Dr診察＞
・高橋　義明様～首の方は少し引っ張られる感じがあると話す。食事は概ね摂取出来ており、処方は変更したまま様子を見る事を伝える。
・池田　康憲様～両前腕・両大腿部の疼痛訴え、「急に痛みが来た」と話す。夕食後にセレコキシブ錠追加し、アンブロキソールは3錠から2錠に減薬。
・塩倉　一輝様～周囲が気になることはあるが、怒りたい時にも我慢していると話す。集中力は日によって差があると訴えあり、インチュニブ錠（1）→（3）へ増薬。増薬でよければ5/9退院で調整。
・山本　真智子様～退院となる事を説明。深々と礼を伝えている。
・金　留示子様～朝から気分の落ち込みがあり、昼食は摂取出来なかったと話す。原因として今朝早くから徘徊する方がいたことで早朝覚醒したと報告。夜間の軽度失禁は継続してあり、喉の詰まる感じも継続しているとの事。漢方薬変更し柴胡加竜骨牡蛎湯3P→2P、昼食前に半夏厚朴湯1Pを追加。
・高田　マキ様～便潜血の結果は異常なかったことを説明。妄想に左右された発言活発で話の切り上げ困難。
・三浦　みよ子様～SSTが難しいと訴えあり。出来る範囲で取り組むよう説明している。
・尾嵜　マリ子様～同室者とトラブルになったが、部屋移動し現在は落ちついていると報告。処方変更なし。
・北村　奈美様～幻聴は大分軽減した為退院したいと希望あり。ご家族も退院に了承していると話している。来週水曜日以降で退院可の指示あり。処方は同内容で継続。来週、白山台メンタルクリニック宛の情報提供書を作成すると説明している。
・三浦　綾子様～幻聴は変わりなく、イライラすることはあるが休むことで改善出来ていると報告。
・畑中　成夫様～特定患者様に対して、「言葉にアクセントをつけるのは自分への嫌がらせだ」と訴え、具体的には「卑猥な内容だけど、あれベータ―に乗る時に”何人入るかな？あと一人かな？”とアクセントを付ける」と訴える。畑中様に対して話している内容ではない事を説明。また、「性的な事を考えてしまい、消極的に考える癖がついている。」「男女関係なく陰部を考えてしまう」と訴えあり。主治医からは他の事に意識を向けるよう指導受けている。
・森田　清助様～月曜日に立ち眩みがあったが、その後は症状なく経過。呼吸苦や胸部痛の訴えなく経過している。退院は5月中旬で検討することを説明。
・久保　興介様～水曜日に気分高揚し暴言が聞かれた事について、「風呂上がりの反動でなってしまった」と報告あり。男性スタッフから嫉妬されていると訴え、東病棟スタッフの名前を挙げている。本人の想い過ごしである事を説明している。処方内容は変更なし。
